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報道機関 各位 

東北大学変動地球共生学卓越大学院プログラム 

【発表のポイント】 

 令和元年度、文部科学省「卓越大学院プログラム」に採択された標記プ

ログラムの目的・概要を紹介。

 関連分野の国際的状況について、世界の第一線に立つ海外プログラム担

当者から、また産官学連携の実績や意義、期待される効果などについ

て、コア連携企業・団体から講演。

このたび東北大学変動地球共生学卓越大学院プログラム（コーディネーター：

理学研究科・中村美千彦教授）は、2 月 28 日（金）に仙台市内においてキック

オフシンポジウムを開催します。

本シンポジウムでは、東北大学および海外連携機関のプログラム担当教員・

コア連携企業講師による講演により、本プログラムを構成する主要な分野にお

ける現状と課題について情報を共有し認識を新たにするとともに、今後の異分

野融合型・産官学協働教育研究の意義と必要性について意見交換する予定です。 

このキックオフシンポジウムを、幅広く一般の方へご周知いただくとともに、

当日は本シンポジウムを取材していただき、広く新聞紙面や番組等でご紹介い

ただけますようお願いいたします。なお、取材の際には最終頁の取材申込票にて

2月 27 日（木）16 時までに Email または FAX にてご一報くださいますようお願

い致します。 

東北大学変動地球共生学卓越大学院プログラム 
キックオフシンポジウム 

開催のご案内

【問い合わせ先】 

東北大学変動地球共生学卓越大学院支援事務室 

電話：022-795-5591、5592 

E-mail：syde-office@grp.tohoku.ac.jp



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東北大学変動地球共生学卓越大学院プログラムについて】 

 目的：地球変動現象に関する国際的に卓越した研究実績・高度な産学官連携

実績に基づき、災害発生メカニズムの理解・予測技術の向上をさらに推進す

るとともに、社会・人間を理解し、広義のリスクマネジメントと、社会の持

続可能な発展を支える“知のプロフェッショナル”を輩出することを目的と

します。 

 育成する人材像：地球の全体像を俯瞰し、未来像を描くことができる専門力

を核として、その成果を社会に還元するために必要な多角的な能力を身につ

けた「スノークリスタル型人材」の育成を目指します。 

 文理融合教育：東北大学における豊富な学位プログラムの経験に基づき、7

研究科 15 専攻にわたる部局が参画して、幅広い異分野融合・文理融合型教

育を行います。 

 国家的枠組みへの貢献：仙台防災枠組みをはじめとするグローバルな国家的

な取り組みに人材育成で貢献します。教育プログラムの具体的目標として、

博士の教育だけでなく、“リスク教育仙台モデル”を開発し、インターネッ

トにより国際配信して仙台防災枠組みの実現に貢献して行きます。 

 教育の国際的卓越性：海外連携機関のディレクタークラス教員や国際機関、

業界をリードする民間企業・団体の担当者による卓越したレベルの産官学協

働教育を行います。また JICA 等との連携により、将来有望な留学生を確保

し、アジア諸国の安全と環境に貢献するとともに人的な国際ネットワークを

東北大学変動地球共生学卓越大学院プログラムキックオフシンポジウム 

 

■開催日時：令和 2年 2月 28 日（金）13 時 00 分〜20 時 00 分 

（プレス受付 12 時 30 分～） 

■会  場：ウェスティンホテル仙台 

（〒980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町 1-9-1） 

シンポジウム会場 2F グランドボールルーム 

情報交換会会場  3F エルミタージュ 

■主  催：東北大学変動地球共生学卓越大学院プログラム 

■特設サイト： https://www.sydetohoku-symposium.com/ 

■事前申込：以下、ウェブサイトによる申し込み。 

https://www.sydetohoku-symposium.com/touroku 

■定  員：先着 300 名（※定員に満たなかった場合は当日参加可。） 

https://www.sydetohoku-symposium.com/
https://www.sydetohoku-symposium.com/touroku


構築します。さらに海外研究・行政機関との連携により、グローバルな社会

学的な視座を獲得します。 

 産学共創・協働：主要なリスク関連分野をカバーするコアメンバーを中心と

したサステイナビリティスタディコンソーシアムを構築し、あらゆる産業に

とって必要とされるリスク管理・社会の持続可能な発展に貢献できる人材を

育成すべく、産官学連携の範囲を広げていく予定です。 

 連携企業・団体（2020 年 2 月現在）：東京海上日動火災保険株式会社、株式

会社 NTT データ、日本工営株式会社、五洋建設株式会社、独立行政法人国際

協力機構 

 

 

〇関連 U R L 

 文科省卓越大学院プログラムウェブサイト 

 https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/takuetudaigakui

n/ 

 日本学術振興会 卓越大学院プログラムウェブサイト 

 https://www.jsps.go.jp/j-takuetsu-pro/ 

 東北大学変動地球共生学卓越大学院プログラム 

 https://www.syde.tohoku.ac.jp/ 

 

 ［東北大学の運営体制に関するもの］ 

 学位プログラム推進機構 

 http://pgd.tohoku.ac.jp/ 

 産学協創大学院プログラム部門 

 http://aic.pgd.tohoku.ac.jp/ 

 SyDE プログラム紹介 

 http://aic.pgd.tohoku.ac.jp/program/index.html 

 プレスリリース 

https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2019/08/news20190920-01.html 

 産学協創大学院プログラム支援基金パンフレット  

 http://aic.pgd.tohoku.ac.jp/fund/data/takuetsupamph_1209blac

k.pdf 

 

 

 



東北大学変動地球共生学卓越大学院支援事務室  行 

 

E-mail アドレス: syde-office@grp.tohoku.ac.jp 

FAX 番号：０２２－７９５－６３４５ 

 

ご出席にあたっては、ご連絡先などをご記入の上、E-mail 又は FAX にて、 

2 月 27 日（木）16 時までにご返信ください。 

 

 

 

■開催日時：令和 2 年 2月 28 日（金）13 時 00 分〜20 時 00 分 

■会  場：ウェスティンホテル仙台 

（〒980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町 1-9-1） 

※ プレス受付は12時30分からです。 

※ 会場での電源の供給等はできません。 

 

御社名：                         

 

御所属：                         

 

御芳名：                         

 

媒体名：                         

 

御連絡先：                        

 

電 話：           FAX：            

 

E-mail：                          

取材申込票 
東北大学変動地球共生学卓越大学院プログラム 

キックオフシンポジウム 
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